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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気光学パネルに画像信号および制御信号を供給する集積回路と、
　前記集積回路の前記制御信号を供給する端子と電気的に接続される制御信号用端子を含
む第１接続端子群と、前記集積回路の電源端子または接地端子と電気的に接続される電源
用接続端子を含む第２接続端子群と、を有するフレキシブル回路基板と、を備え、
　前記集積回路は、前記第１接続端子群と前記第２接続端子群との間において、前記フレ
キシブル回路基板の接着面と接着されており、前記接着面に対向する面に前記電源端子ま
たは前記接地端子と電気的に接続された配線層を有し、
　前記フレキシブル回路基板の前記接着面には、前記電源用接続端子と電気的に接続され
た面状のパターンが形成され、
　前記配線層と前記面状のパターンは、所定の誘電率を有するアンダーフィルを介して対
向し、付加容量を形成する
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記配線層は、前記接地端子と電気的に接続されており、
　前記フレキシブル回路基板の前記接着面には、前記電源用接続端子のうち前記電源端子
と電気的に接続された面状のパターンが形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
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　前記面状のパターンは、前記電源端子のうち、アナログ系の電源端子に電気的に接続さ
れた第１の面状のパターンと、デジタル系の電源端子に電気的に接続された第２の面状の
パターンとに分割されている、
　ことを特徴とする請求項２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記配線層は、前記電源端子と電気的に接続されており、
　前記フレキシブル回路基板の前記接着面には、前記電源用接続端子のうち前記接地端子
と電気的に接続された面状のパターンが、前記接着面に形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一に記載の電気光学装置を備えることを特徴とする
電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気光学装置および該電気光学装置を備えて構成される電子機器の技術分野
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶素子を用いて画像を表示させる電気光学装置が広く開発されている。この電気光学
装置では、各画素の指定階調に応じた電圧を、データ線を介して各画素に供給することで
、各画素が具備する液晶の透過率を指定階調に応じた透過率に制御し、これにより、各画
素に指定階調を表示させる。
【０００３】
　ところで、前記画素を配列した液晶パネルに内蔵した駆動回路と、フレキシブル回路基
板上に設けた駆動回路であるドライバーＩＣとにより液晶パネルを駆動する方式において
は、液晶パネルの高解像度化に伴って、ドライバーＩＣの駆動能力の向上や、ドライバー
ＩＣを複数個備えることが行われている。
【０００４】
　高解像度化に伴って、表示品質に与えるドライバーＩＣにおける電源の安定性が重要と
なってきている。具体的には、画素に対する指定階調に応じた電圧の書き始めのタイミン
グでは、電源電圧が落ちることで駆動回路の出力が低下し、あるいは電圧の書き終わりの
タイミングでは逆に電圧が上昇するため、電源が安定せず、表示品質に悪影響を与える場
合があった。
【０００５】
　一般的な両面配線基板であるフレキシブル回路基板上にＩＣ回路を取り付ける場合には
、電源の安定化を図るために、両面配線基板の表面上におけるＩＣ回路の取り付け領域に
、当該領域を銅箔で全面的に塗りつぶした、いわゆるベタパターンの接地パターンを形成
することが行われている（例えば、特許文献１）。特許文献１では、さらに、前記両面配
線基板の裏面における当該領域に対応する領域には、いわゆるベタパターンの電源パター
ンを形成し、接地電位に対して静電容量を増強することが行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－２２３９９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、液晶パネルを取り付けるフレキシブル回路基板は、一般的に片面基板で
あり、特許文献１のように基板の両面にベタバーンの接地パターンと電源パターンを設け
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ることができない。フレキシブル回路基板の両面配線化は実現が困難であり、また、デカ
ップリングコンデンサーを駆動回路の直近に配置することが困難である。また、これらの
対策は製造コストの上昇を招くアップなどのデメリットが存在する。
【０００８】
　本発明は、例えば上記課題に鑑みてなされたものであり、片面配線基板のフレキシブル
回路基板を用いる場合であっても、電源を安定させ、高解像で高品位な表示が可能な電気
光学装置および該電気光学装置を備えた電子機器を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明の電気光学装置の一態様は、電気光学パネルに画像信
号および制御信号を供給する集積回路と、前記集積回路の前記制御信号を供給する端子と
電気的に接続される制御信号用端子を含む第１接続端子群と、前記集積回路の電源端子ま
たは接地端子と電気的に接続される電源用接続端子を含む第２接続端子群と、を有するフ
レキシブル回路基板と、を備え、前記集積回路は、前記第１接続端子群と前記第２接続端
子群との間において、前記フレキシブル回路基板の接着面と接着されており、前記接着面
に対向する面に前記電源端子または前記接地端子と電気的に接続された配線層を有し、前
記フレキシブル回路基板の前記接着面には、前記電源用接続端子と電気的に接続された面
状のパターンが形成されている、ことを特徴とする。
【００１０】
　この態様によれば、集積回路のフレキシブル基板に接着される面、つまり、接着面に対
向する面には、集積回路の電源端子または接地端子と電気的に接続された配線層が一様に
広がって形成されている。また、フレキシブル基板の接着面には、前記電源用接続端子と
電気的に接続された面状のパターンが形成されている。したがって、集積回路を接着剤に
より接着面に接着した状態では、集積回路の電源端子または接地端子に接続された配線層
と、接着面に形成され、前記電源用接続端子と電気的に接続された面状のパターンとが、
接着剤を介して対向して配置される。つまり、接着面に前記電源用接続端子と電気的に接
続された面状のパターンを形成したことにより、集積回路の電源端子または接地端子と電
気的に接続された配線層に結合する付加容量が形成されることになる。その結果、片面の
フレキシブル基板を用いる場合でも、デカップリングコンデンサー素子を付加することな
く、集積回路の電源端子または接地端子の低インピーダンス化と、配線層に対する付加容
量の結合を実現することができ、電源の安定性を図ることができる。したがって、集積回
路から画素に対して画像信号を供給するタイミングで電源電圧が変動した場合でも、短い
期間で電源電圧を安定させることができる。また、このように電源電圧を安定させること
ができるので、画素に対する書き込み時間も短縮することができ、表示むらの発生等を防
止して、表示品位を向上させることができる。
【００１１】
　上述した電気光学装置の一態様において、前記配線層は、前記接地端子と電気的に接続
されており、前記フレキシブル回路基板の前記接着面には、前記電源用接続端子のうち前
記電源端子と電気的に接続された面状のパターンが形成されていてもよい。この態様によ
れば、集積回路を接着剤により接着面に接着した状態では、集積回路の接地端子に接続さ
れた配線層と、接着面に形成され、前記電源用接続端子のうち前記電源端子と電気的に接
続された面状のパターンとが、接着剤を介して対向して配置される。つまり、接着面に前
記電源用接続端子と電気的に接続された面状のパターンを形成したことにより、集積回路
の接地端子と電気的に接続された配線層に結合する付加容量が形成されることになる。そ
の結果、片面のフレキシブル基板を用いる場合でも、デカップリングコンデンサー素子を
付加することなく、集積回路の接地端子の低インピーダンス化と、配線層に対する付加容
量の結合を実現することができ、電源の安定性を図ることができる。したがって、集積回
路から画素に対して画像信号を供給するタイミングで電源電圧が変動した場合でも、短い
期間で電源電圧を安定させることができる。また、このように電源電圧を安定させること
ができるので、画素に対する書き込み時間も短縮することができ、表示むらの発生等を防



(4) JP 6880623 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

止して、表示品位を向上させることができる。
【００１２】
　上述した電気光学装置の一態様において、前記面状のパターンは、前記電源端子のうち
、アナログ系の電源端子に電気的に接続された第１の面状のパターンと、デジタル系の電
源端子に電気的に接続された第２の面状のパターンとに分割されていてもよい。この態様
によれば、アナログ系の電源およびデジタル系の電源の安定化を図ることができる。その
結果、画素に対する書き込み時間も短縮することができ、表示むらの発生等を防止して、
表示品位を向上させることができる。
【００１３】
　上述した電気光学装置の一態様において、前記配線層は、前記電源端子と電気的に接続
されており、前記フレキシブル回路基板の前記接着面には、前記電源用接続端子のうち前
記接地端子と電気的に接続された面状のパターンが、前記接着面に形成されていてもよい
。この態様によれば、集積回路を接着剤により接着面に接着した状態では、集積回路の電
源端子に接続された配線層と、接着面に形成され、前記電源用接続端子のうち接地端子と
電気的に接続された面状のパターンとが、接着剤を介して対向して配置される。つまり、
接着面に前記電源用接続端子のうちの接地端子と電気的に接続された面状のパターンを形
成したことにより、集積回路の電源端子と電気的に接続された配線層に結合する付加容量
が形成されることになる。その結果、片面のフレキシブル基板を用いる場合でも、デカッ
プリングコンデンサー素子を付加することなく、集積回路の電源端子の低インピーダンス
化と、配線層に対する付加容量の結合を実現することができ、電源の安定性を図ることが
できる。したがって、集積回路から画素に対して画像信号を供給するタイミングで電源電
圧が変動した場合でも、短い期間で電源電圧を安定させることができる。また、このよう
に電源電圧を安定させることができるので、画素に対する書き込み時間も短縮することが
でき、表示むらの発生等を防止して、表示品位を向上させることができる。
【００１４】
　次に、本発明に係る電子機器は、上述した本発明に係る電気光学装置を備える。そのよ
うな電子機器は、電気光学装置の電源電圧が安定しており、画素に対する書き込み時間が
短縮され、表示むら等のない表示品位の良好な電子機器となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電気光学装置の説明図である。
【図２】同実施形態に係る電気光学装置の構成を示すブロック図である。
【図３】画素の構成を示す回路図である。
【図４】ＴＦＴアレイ基板をその上に形成された各構成要素と共に対向基板の側からみた
平面図である。
【図５】図４のＨ－Ｈ´線断面図である。
【図６】フレキシブル基板の一部を示す平面図である。
【図７】フレキシブル基板に駆動用の集積回路を取り付けた状態の集積回路の周辺を示す
断面図である。
【図８】本発明の第２実施形態におけるフレキシブル基板の一部を示す平面図である。
【図９】電子機器の一例を示す説明図である。
【図１０】電子機器の他の例を示す説明図である。
【図１１】電子機器の他の例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　＜第１実施形態＞
　本発明の第１実施形態について図１から図７を参照しつつ説明する。図１は電気光学装
置１に対する信号伝送系の構成を示す図である。図１に示すように、電気光学装置１は、
電気光学パネル１００と、駆動用集積回路（ドライバーＩＣ）２００と、フレキシブル回
路基板３００とを備え、電気光学パネル１００が、駆動用集積回路２００の搭載されたフ
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レキシブル基板３００に接続されている。電気光学パネル１００は、このフレキシブル回
路基板３００および駆動用集積回路２００を介して、図示しないホストＣＰＵ装置の基板
に接続されている。駆動用集積回路２００は、ホストＣＰＵ装置からフレキシブル回路基
板３００を介して画像信号および駆動制御のための各種の制御信号を受信し、フレキシブ
ル回路基板３００を介して電気光学パネル１００を駆動する装置である。フレキシブル回
路基板３００は、駆動用集積回路２００をＣＯＦ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ）実装型式
で搭載するＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）である。フ
レキシブル回路基板３００の図１中で上方（Ｚ方向の反対方向）に向いた表面上には、複
数の配線３０１が形成されている。駆動用集積回路２００は、ＴＡＢ（Ｔａｐｅ  Ａｕｔ
ｏｍａｔｅｄ  Ｂｏｎｄｉｎｇ）技術を用いて、電気的および機械的にフレキシブル回路
基板３００に、ＣＯＦ実装型式で固着されている。
【００１７】
　図２は、電気光学パネル１００および駆動用集積回路２００の構成を示すブロック図で
ある。図２に示すように、電気光学パネル１００は、画素部１０と、走査線駆動回路２０
と、Ｊ個のデマルチプレクサー５７[１]～５７[Ｊ]とを備えている（Ｊは自然数）。駆動
用集積回路２００は、データ線駆動回路３０と、制御回路４０とを備えている。
【００１８】
　画素部１０には、相互に交差するＭ本の走査線１２とＮ本のデータ線１４とが形成され
ている（Ｍ，Ｎは自然数）。複数の画素回路（画素）ＰＩＸは、各走査線１２と各データ
線１４との交差に対応して設けられており、縦Ｍ行×横Ｎ列の行列状に配列されている。
【００１９】
　図３は、各画素回路ＰＩＸの回路図である。図３に示すように、各画素回路ＰＩＸは、
液晶素子６０とＴＦＴ等のスイッチング素子ＳWとを含む。本実施形態では、スイッチン
グ素子ＳWの一例としてＴＦＴを用いている。液晶素子６０は、相互に対向する画素電極
６２およびコモン電極６４と両電極間の液晶６６とで構成された電気光学素子である。画
素電極６２とコモン電極６４との間の印加電圧に応じて液晶６６の透過率（表示階調）が
変化する。なお、液晶素子６０に並列に補助容量を接続した構成も採用され得る。スイッ
チング素子ＳWは、例えば、走査線１２にゲートが接続されたＮチャネル型のトランジス
ターで構成され、液晶素子６０とデータ線１４との間に設けられ両者の電気的な接続（導
通／非導通）を制御する。走査信号Ｇ[m]が選択電位に設定されることで第ｍ行の各画素
回路ＰＩＸにおけるスイッチング素子ＳWが同時にオン状態に遷移する（ｍは１～Ｍの自
然数）。
【００２０】
　画素回路ＰＩＸに対応する走査線１２が選択され、当該画素回路ＰＩＸのスイッチング
素子ＳWがオン状態に制御されたとき、液晶素子６０には、データ線１４から当該画素回
路ＰＩＸに供給される画像信号Ｄ[n]に応じた電圧が印加される（ｎは１～Ｊの自然数）
。その結果、当該画素回路ＰＩＸの液晶６６は、画像信号Ｄ[n]に応じた透過率に設定さ
れる。また、図示しない光源がオン（点灯）状態となり、光源から光が出射されると、当
該光は、画素回路ＰＩＸが備える液晶素子６０の液晶６６を透過して、観察者側に進行す
る。すなわち、液晶素子６０に画像信号Ｄ[n]に応じた電圧が印加され、且つ、光源がオ
ン状態となることで、当該画素回路ＰＩＸに対応する画素は、画像信号Ｄ[n]に応じた階
調を表示することになる。
【００２１】
　画素回路ＰＩＸの液晶素子６０に画像信号Ｄ[n]に応じた電圧が印加された後、スイッ
チング素子ＳWがオフ状態となると、理想的には当該画像信号Ｄ[n]に対応する印加電圧が
保持される。したがって、理想的には、各画素は、スイッチング素子ＳWがオン状態とな
った後から、次にオン状態となるまでの期間において、画像信号Ｄ[n]に応じた階調を表
示する。
【００２２】
　図３に示すように、データ線１４と画素電極６２との間（または、データ線１４と、画
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素電極６２およびスイッチング素子ＳWを電気的に接続する配線との間）には、容量Ｃａ
が寄生する。そのため、スイッチング素子ＳWがオフ状態である間に、データ線１４の電
位変動が容量Ｃａを介して画素電極６２に伝播し、液晶素子６０の印加電圧が変動するこ
とがある。
【００２３】
　また、コモン電極６４には、図示しないコモン線を介して、一定の電圧であるコモン電
圧ＬＣＣＯＭが供給される。コモン電圧ＬＣＣＯＭとしては、画像信号Ｄ[n]の振幅の中
心電圧を０Ｖとしたとき－０．５Ｖ程度の電圧が用いられる。これは、スイッチング素子
ＳW等の特性によるものである。
【００２４】
　本実施形態では、いわゆる焼き付きを防止するため、液晶素子６０に印加する電圧の極
性を所定周期で反転する極性反転駆動を採用する。この例では、データ線１４を介して画
素回路ＰＩＸに供給する画像信号Ｄ[n]のレベルを、画像信号Ｄ[n]の中心電圧に対して単
位期間ごとに反転する。単位期間は、画素回路ＰＩＸを駆動する動作の１単位となる期間
である。この例では、単位期間は垂直走査期間Ｖとなっている。但し、単位期間は任意に
設定することができ、例えば、垂直走査期間Ｖの自然数倍であってもよい。本実施形態に
おいては、画像信号Ｄ[n]が中心電圧に対して高電圧となる場合を正極性とし、画像信号
Ｄ[n]が中心電圧に対して低電圧となる場合を負極性とする。
【００２５】
　説明を図２に戻す。制御回路４０には、図示しない外部のホストＣＰＵ装置から、垂直
走査期間Ｖを規定する垂直同期信号Ｖｓ、水平走査期間Ｈを規定する水平同期信号Ｈｓ、
ドットクロック信号ＤＣＬＫ、および映像信号Ｖｉｄ－ｉｎが入力される。制御回路４０
は、これらの信号に基づいて、走査線駆動回路２０およびデータ線駆動回路３０を同期制
御する。この同期制御の下、走査線駆動回路２０およびデータ線駆動回路３０は、互いに
協働して画素部１０の表示制御を行う。
【００２６】
　通常、一つの表示画面を構成する表示データはフレーム単位で処理され、この処理期間
が１フレーム期間（１Ｆ）である。フレーム期間Ｆは、一つの表示画面が１回の垂直走査
で構成される場合、垂直走査期間Ｖに相当する。
【００２７】
　走査線駆動回路２０は、走査信号Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］をＭ本の走査線１２の各々に出力
する。走査線駆動回路２０は、制御回路４０から水平同期信号Ｈｓが出力されるのに応じ
て、垂直走査期間Ｖ内に各走査線１２に対する走査信号Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］を一水平走査
期間（１Ｈ）ずつ順次アクティブレベルとする。
【００２８】
　ここで、第ｍ行に対応した走査信号Ｇ［ｍ］がアクティブレベルであり、当該行に対応
した走査線が選択されている期間は、第ｍ行のＮ個の画素回路ＰＩＸの各スイッチング素
子ＳWがＯＮ状態となる。その結果、これらのスイッチング素子ＳWを各々介してＮ本のデ
ータ線１４が第ｍ行のＮ個の画素回路ＰＩＸの各画素電極６２に各々電気的に接続される
。
【００２９】
　本実施形態では、画素部１０内のＮ本のデータ線１４は、相隣接する４本を単位として
Ｊ個の配線ブロックＢ［１］～Ｂ［Ｊ］に区分されている（Ｊ＝Ｎ／４）。換言すると、
データ線１４は配線ブロックＢ毎にグループ化される。デマルチプレクサー５７[１]～５
７[Ｊ]は、このＪ個の配線ブロックＢ［１］～Ｂ［Ｊ］に各々対応している。後述するよ
うに、本実施形態では、データ線１４を４本単位で区分しているので、画像信号Ｄ[ｎ]は
、４画素分のデータ電圧が含まれる。
【００３０】
　デマルチプレクサー５７［ｊ］の各々は、４個のスイッチ５８［１］～５８［４］によ
り構成されている（ｊは１～Ｊの自然数）。デマルチプレクサー５７［ｊ］の各々におい
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て、４個のスイッチ５８［１］～５８［４］の各々の一方の接点は共通接続されている。
そして、デマルチプレクサー５７［ｊ］の各々の４個のスイッチ５８［１］～５８［４］
の一方の接点の共通接続点は、Ｊ本のＶＩＤ信号線１５に各々接続されている。このＪ本
のＶＩＤ信号線１５は、フレキシブル回路基板３００を介して駆動用集積回路２００のデ
ータ線駆動回路３０に接続されている。
【００３１】
　また、デマルチプレクサー５７［ｊ］の各々において、４個のスイッチ５８［１］～５
８［４］の各々の他方の接点は、当該デマルチプレクサー５７［ｊ］に対応した配線ブロ
ックＢ［ｊ］を構成する４本のデータ線１４に各々接続されている。
【００３２】
　各デマルチプレクサー５７［ｊ］の４個のスイッチ５８［１］～５８［４］のＯＮ／Ｏ
ＦＦは、４個の選択信号Ｓ１～Ｓ４により各々切り換えられる。この４個の選択信号Ｓ１
～Ｓ４は、フレキシブル基板３００を介して駆動用の集積回路２００の制御回路４０から
供給される。ここで、例えば１個の選択信号Ｓ１がアクティブレベル、他の３個の選択信
号Ｓ２～Ｓ４が非アクティブレベルである場合には、デマルチプレクサー５７［ｊ］に各
々属するＪ個のスイッチ５８［１］のみがＯＮとなる。したがって、デマルチプレクサー
５７［ｊ］の各々は、Ｊ本のＶＩＤ信号線１５上の画像信号Ｄ［１］～Ｄ［Ｊ］を各配線
ブロックＢ[１]～Ｂ[Ｊ]の１番目のデータ線１４に各々出力する。以下、同様にして、Ｊ
本のＶＩＤ信号線１５上の画像信号Ｄ［１］～Ｄ［Ｊ］を各配線ブロックＢ[１]～Ｂ[Ｊ]
の２番目、３番目、４番目のデータ線１４に各々出力する。
【００３３】
　制御回路４０は、各種の制御信号を生成して、垂直同期信号Ｖｓ、水平同期信号Ｈｓ、
およびドットクロック信号ＤＣＬＫに同期して各部を制御する。制御回路４０は、詳細に
ついては後述するが、ホストＣＰＵ装置から供給されるデジタルの映像信号Ｖｉｄ－ｉｎ
を処理して、アナログのデータ信号Ｖxを出力する。
【００３４】
　映像信号Ｖｉｄ－ｉｎは、電気光学パネル１００における各画素の階調レベルをそれぞ
れ指定するデジタルデータであり、垂直同期信号Ｖｓ、水平同期信号Ｈｓ、およびドット
クロック信号ＤＣＬＫに従った走査の順番で供給される。
【００３５】
　データ線駆動回路３０は、走査線駆動回路２０と協働して、データの書込対象となる画
素行毎に供給すべきデータをデータ線１４に出力する。データ線駆動回路３０は、制御回
路４０から出力される選択信号Ｓ１～Ｓ４に基づいてラッチ信号を生成し、シリアルデー
タとして供給されたデータ信号Ｖｘを順次ラッチする。データ信号Ｖｘは、４画素分ごと
に時系列的なデータとしてグループ化される。また、データ線駆動回路３０には、Ｄ／Ａ
変換部としてのＤ／Ａ（Digital to Analog）変換回路と、電圧増幅部とが備えられてい
る。Ｄ／Ａ変換回路は、グループ化されたデジタルデータと、アナログ電圧生成回路（図
示せず）によって生成されるアナログ電圧に基づいてＤ／Ａ変換を行い、さらに電圧増幅
部により増幅を行ってアナログデータとしての電圧を生成する。これにより、４画素単位
で時系列化されたデータ信号Ｖｘも所定のデータ電圧に変換される。４画素分のデータ電
圧は、画像信号Ｄ[１]～Ｄ[Ｊ]として、出力端子ｄ１～ｄＪから各ＶＩＤ信号線１５に供
給される。
【００３６】
　デマルチプレクサー５７［ｊ］の各スイッチ５８［１］～５８［４］は、制御回路４０
から出力される選択信号Ｓ１～Ｓ４によって導通制御（ＯＮ／ＯＦＦ）され、所定のタイ
ミングでＯＮしていく。また、プリチャージ信号の印加期間においては、制御回路４０か
ら出力される選択信号Ｓ１～Ｓ４によって導通制御され、デマルチプレクサー５７［ｊ］
の各スイッチ５８［１］～５８［４］は、一斉にＯＮする。
【００３７】
　これによって、一水平走査期間（１Ｈ）において、各ＶＩＤ信号線１５に供給された４
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画素分のデータ電圧は、スイッチ５８［１］～５８［４］により時系列的にデータ線１４
に出力される。
【００３８】
　次に、電気光学パネル１００について、図４および図５を参照して説明を加える。図４
は、ＴＦＴアレイ基板７０をその上に形成された各構成要素と共に対向基板８０の側から
みた平面図であり、図５は、図４のＨ－Ｈ´線断面図である。
【００３９】
　図４および図５において、本実施形態の電気光学パネル１００では、ＴＦＴのスイッチ
ング素子ＳWが配列されたＴＦＴアレイ基板７０および対向基板８０が対向配置されてい
る。ＴＦＴアレイ基板７０は、例えば、石英基板、ガラス基板等の透明基板又はシリコン
基板からなり、対向基板８０は、例えば、石英基板、ガラス基板等の透明基板からなる。
ＴＦＴアレイ基板７０と対向基板８０との間に液晶６６が封入されており、ＴＦＴアレイ
基板７０と対向基板８０とは、複数の画素ＰＩＸが設けられた領域である画素部１０に対
応する、画像表示領域７０ａの周囲に位置するシール領域に設けられたシール材９１によ
り相互に接着されている。
【００４０】
　シール材９１は、両基板を貼り合わせるための、例えば紫外線硬化樹脂や熱硬化樹脂、
または紫外線・熱併用型硬化樹脂等からなり、製造プロセスにおいてＴＦＴアレイ基板７
０上に塗布された後、紫外線照射、加熱等により硬化させられたものである。シール材９
１中には、ＴＦＴアレイ基板７０と対向基板８０との間隔を所定値とするためのグラスフ
ァイバあるいはガラスビーズ等のギャップ材が散布されている。なお、ギャップ材を、シ
ール材９１に混入されるものに加えて若しくは代えて、画像表示領域７０ａまたは画像表
示領域７０ａの周辺に位置する周辺領域に、配置するようにしてもよい。
【００４１】
　図４において、シール材９１が配置されたシール領域の内側に並行して、画像表示領域
７０ａの額縁領域を規定する遮光性の額縁遮光膜９２が、対向基板８０側に設けられてい
る。但し、このような額縁遮光膜９２の一部または全部は、ＴＦＴアレイ基板７０側に内
蔵遮光膜として設けられてもよい。
【００４２】
　周辺領域のうち、シール材９１が配置されたシール領域の外側に位置する領域には、外
部回路接続端子１０２が、ＴＦＴアレイ基板７０の一辺に沿って設けられている。この一
辺に沿ったシール領域よりも内側に、デマルチプレクサー５７が額縁遮光膜９２に覆われ
るようにして設けられている。走査線駆動回路２０は、この一辺に隣接する２辺に沿った
シール領域の内側に、額縁遮光膜９２に覆われるようにして設けられている。外部回路接
続端子１０２には、選択信号Ｓ1～Ｓ４、画像信号Ｄ[１]～Ｄ[Ｊ]、電源等の入力端子お
よび接地端子が含まれる。
【００４３】
　ＴＦＴアレイ基板７０上には、対向基板８０の４つのコーナー部に対向する領域に、両
基板間を上下導通材１０７で接続するための上下導通端子１０６が配置されている。これ
らにより、ＴＦＴアレイ基板７０と対向基板８０との間で電気的な導通をとることができ
る。さらに、外部回路接続端子１０２と、走査線駆動回路２０、上下導通端子１０６等と
を電気的に接続するための引回配線９０が形成されている。
【００４４】
　図５において、ＴＦＴアレイ基板７０上には、スイッチングＳWや走査線１２、データ
線１４等の配線が作り込まれた積層構造が形成される。この積層構造の詳細な構成につい
ては図５では図示を省略してあるが、この積層構造の上に、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ  Ｔｉ
ｎ  Ｏｘｉｄｅ）等の透明材料からなる画素電極６２が、画素毎に所定のパターンで島状
に形成されている。
【００４５】
　画素電極６２は、後述する対向電極８２に対向するように、ＴＦＴアレイ基板７０上の
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画像表示領域７０ａに形成されている。ＴＦＴアレイ基板７０における液晶６６の面する
側の表面、即ち画素電極６２上には、配向膜７１が画素電極６２を覆うように形成されて
いる。
【００４６】
　対向基板８０におけるＴＦＴアレイ基板７０との対向面上に、遮光膜８１が形成されて
いる。遮光膜８１は、例えば対向基板８０における対向面上に平面的に見て、格子状に形
成されている。対向基板８０において、遮光膜８１によって非開口領域が規定され、遮光
膜８１によって区切られた領域が、例えばプロジェクター用のランプや直視用のバックラ
イトから出射された光を透過させる開口領域となる。尚、遮光膜８１をストライプ状に形
成し、該遮光膜８１と、ＴＦＴアレイ基板７０側に設けられたデータ線等の各種構成要素
とによって、非開口領域を規定するようにしてもよい。
【００４７】
　遮光膜８１上に、ＩＴＯ等の透明材料からなる対向電極８２が複数の画素電極６２と対
向して形成されている。遮光膜８１上に、画像表示領域７０ａにおいてカラー表示を行う
ために、開口領域および非開口領域の一部を含む領域に、図５には図示しないカラーフィ
ルターが形成されるようにしてもよい。対向基板８０の対向面上における、対向電極８２
上には、配向膜８３が形成されている。
【００４８】
　なお、図４および図５に示したＴＦＴアレイ基板７０上には、これらの走査線駆動回路
２０、デマルチプレクサー５７等に加えて、複数のデータ線１４に所定電圧レベルのプリ
チャージ信号を画像信号に先行して各々供給するプリチャージ回路を形成してもよい。ま
た、製造途中や出荷時の当該液晶装置の品質、欠陥等を検査するための検査回路等を形成
してもよい。
【００４９】
　次に、本実施形態におけるフレキシブル基板３００について図６および図７を参照しつ
つ詳細に説明する。図６はフレキシブル回路基板３００の一部を示す平面図、図７はフレ
キシブル回路基板３００に駆動用集積回路２００を取り付けた状態の駆動用集積回路２０
０の周辺を示す断面図である。
【００５０】
　図６は、フレキシブル回路基板３００において、駆動用集積回路２００が取り付けられ
る部分およびその周辺を、図１に示すＺ方向から見た平面図であり、フレキシブル回路基
板３００の一部を切り欠いて示している。図６に示すように、フレキシブル回路基板３０
０には、配線形成面３００ａ上に、複数の配線３０１が形成されている。複数の配線３０
１のうち、制御信号用配線および電源用配線は、それぞれ、端部に制御信号用接続端子お
よび電源用接続端子を備える。フレキシブル回路基板３００は、配線３０１が形成された
配線形成面３００ａ上に、駆動用集積回路２００に制御信号を供給する制御信号用接続端
子を含む第１接続端子群３０２を備えている。制御信号用接続端子は、駆動用集積回路２
００の端子と電気的に接続される。また、フレキシブル回路基板３００は、配線３０１が
形成された配線形成面３００ａ上に、駆動用集積回路２００の電源端子または接地端子と
電気的に接続される電源用接続端子を含む第２接続端子群３０３を備えている。さらに、
フレキシブル回路基板３００は、第１接続端子群３０２と第２接続端子群３０３との間に
設けられ、駆動用集積回路２００が接着剤を介して接着される接着面３０４を備えている
。なお、図６においては、駆動用集積回路２００が接着される接着位置２００ａを１点鎖
線で示している。
【００５１】
　フレキシブル回路基板３００の接着面３０４には、第２接続端子群３０２の電源用接続
端子のうち電源端子と電気的に接続された面状の電源パターン３０５ａ，３０５ｂ，３０
５ｃが形成されている。電源パターン３０５ａ，３０５ｂ，３０５ｃは、いわゆるベタパ
ターンとして形成されている。電源パターン３０５ａ，３０５ｂ，３０６ｃは分割して形
成されており、第１の面状のパターンとしての電源パターン３０５ａ，３０５ｃは、アナ
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ログ系の電源端子に接続されている。また、第２の面状のパターンとしての電源パターン
３０５ｂは、デジタル系の電源端子に接続されている。面状のパターンは、各配線３０１
の配線幅よりも大きい部分を有するパターンであればよいが、後述する付加容量が形成の
ためには、駆動用集積回路２００が接着される接着位置２００ａに沿った大きさとするこ
とが効果的である。図６では、異なる３つの長方形の面状のパターンを示している。
【００５２】
　図７は、駆動用集積回路２００が取り付けられたフレキシブル回路基板３００の、図１
に示すＹ方向に沿った方向の断面図である。
　図７に示すように、駆動用集積回路２００において、フレキシブル基板３００に接着さ
れる面、つまり、フレキシブル回路基板３００の接着面３０４に対向する面には、駆動用
集積回路２００の接地端子と電気的に接続された配線層２０１が、一様に広がって形成さ
れている。
【００５３】
　フレキシブル回路基板３００は、ポリイミド等で形成されたベース材料３１０と、ベー
ス材料３１０上に形成された銅箔３１１と、第１接続端子群３０２および第２接続端子群
３０３ならびに配線３０１を形成するＡｕメッキ３１２とから構成されている。また、銅
箔３１１上には、適宜、ソルダーレジスト３１３が設けられている。
【００５４】
　駆動用集積回路２００は、所定の誘電率を有するアンダーフィル３１４を接着剤として
、フレキシブル基板３００の接着面３０４に接着される。また、アンダーフィル３１４は
、駆動用集積回路２００の接地端子等の端子と配線３０１との接続部を覆うように設けら
れる。
【００５５】
　図７に示すように、駆動用集積回路２００をアンダーフィル３１４によりフレキシブル
基板３００の接着面３０４に接着した状態では、駆動用集積回路２００の配線層２０１と
、接着面３０４に形成されたベタパターンの電源パターン３０５ａ，３０５ｂ，３０５ｃ
とが、アンダーフィル３１４を介して対向して配置される。したがって、本実施形態にお
いては、フレキシブル回路基板３００の電源パターン３０５ａ，３０５ｂ，３０５ｃを、
いわゆるベタパターンとしたことにより、駆動用集積回路２００の接地端子と電気的に接
続された配線層２０１に結合する付加容量が形成されることになる。
【００５６】
　その結果、本実施形態においては、片面配線基板のフレキシブル回路基板３００を用い
る場合でも、デカップリングコンデンサー素子を付加することなく、集積回路２００の接
地端子の低インピーダンス化と、配線層２０１に対する付加容量の結合を実現することが
でき、電源の安定性を図ることができる。したがって、データ線駆動回路３０から画素Ｐ
ＩＸに対して画像信号Ｄ［ｎ］を供給するタイミングで電源電圧が変動した場合でも、短
い期間で電源電圧を安定させることができる。また、このように電源電圧を安定させるこ
とができるので、画素ＰＩＸに対する書き込み時間も短縮することができ、表示むらの発
生等を防止して、表示品位を向上させることができる。
【００５７】
　＜第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態について図８を参照しつつ説明する。図８は本実施形態に
おけるフレキシブル回路基板３００の一部を示す平面図である。
【００５８】
　本実施形態においては、フレキシブル回路基板３００の接着面３０４には、第２接続端
子群３０３に含まれる電源用接続端子のうち接地端子と電気的に接続された面状の接地パ
ターン３０５ｄが、接着面３０４の接続端子が配置される領域を除く全面に亘って形成さ
れている。接地パターンは、いわゆるベタパターンとして形成されている。
【００５９】
　また、本実施形態においては、図示を省略するが、集積回路２００において、フレキシ
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ブル回路基板３００に接着される面、つまり、フレキシブル回路基板３００の接着面３０
４に対向する面には、駆動用集積回路２００の電源端子と電気的に接続された配線層２０
１が、接着面３０４に対向する面に形成されている。
【００６０】
　したがって、本実施形態においても、駆動用集積回路２００をアンダーフィル３１４に
より接着面３０４に接着した状態では、駆動用集積回路２００の電源端子に接続された配
線層２０１と、フレキシブル回路基板３００の接着面３０４に形成されたベタパターンの
接地パターン３０５ｄとが、アンダーフィル３１４を介して対向して配置される。したが
って、本実施形態においては、フレキシブル回路基板３００の接地パターン３０５ｄを、
いわゆるベタパターンとしたことにより、駆動用集積回路２００の電源端子と電気的に接
続された配線層２０１に結合する付加容量が形成されることになる。
【００６１】
　その結果、本実施形態においても、片面のフレキシブル回路基板３００を用いる場合で
も、デカップリングコンデンサー素子を付加することなく、駆動用集積回路２００の接地
端子の低インピーダンス化と、配線層２０１に対する付加容量の結合を実現することがで
き、電源の安定性を図ることができる。したがって、データ線駆動回路３０から画素ＰＩ
Ｘに対して画像信号Ｄ［ｎ］を供給するタイミングで電源電圧が変動した場合でも、短い
期間で電源電圧を安定させることができる。また、このように電源電圧を安定させること
ができるので、画素ＰＩＸに対する書き込み時間も短縮することができ、表示むらの発生
等を防止して、表示品位を向上させることができる。
【００６２】
　＜変形例＞
　本発明は、上述した各実施形態に限定されるものではなく、例えば、以下に述べる各種
の変形が可能である。また、各実施形態および各変形例を適宜組み合わせてもよいことは
勿論である。
【００６３】
　（変形例１）
　第１形態においては、フレキシブル回路基板３００の接着面３０４に形成するベタパタ
ーンの電源パターンを３分割としたが、本発明はこのような態様に限定されるものではな
く、電源パターンの分割数あるいは分割の仕方は、駆動用集積回路２００のレイアウトに
合わせて適宜変更可能である。
【００６４】
　（変形例２）
　上述した実施形態においては電気光学材料の一例として液晶を取上げたが、それら以外
の電気光学材料を用いた電気光学装置にも本発明は適用される。電気光学材料とは、電気
信号（電流信号または電圧信号）の供給によって透過率や輝度といった光学的特性が変化
する材料である。例えば、有機ＥＬ（ElectroLuminescent）、無機ＥＬや発光ポリマーな
どの発光素子を用いた表示パネルに対しても上記実施形態と同様に本発明が適用され得る
。また、着色された液体と当該液体に分散された白色の粒子とを含むマイクロカプセルを
電気光学材料として用いた電気泳動表示パネルに対しても上記実施形態と同様に本発明が
適用され得る。さらに、極性が相違する領域ごとに異なる色に塗り分けられたツイストボ
ールを電気光学材料として用いたツイストボールディスプレイパネルに対しても上記実施
形態と同様に本発明が適用され得る。黒色トナーを電気光学材料として用いたトナーディ
スプレイパネル、あるいはヘリウムやネオンなどの高圧ガスを電気光学材料として用いた
プラズマディスプレイパネルなど各種の電気光学装置に対しても上記実施形態と同様に本
発明が適用され得る。
【００６５】
＜応用例＞
　この発明は、各種の電子機器に利用され得る。図９から図１１は、この発明の適用対象
となる電子機器の具体的な形態を例示するものである。
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【００６６】
　図９は、電気光学装置を採用した可搬型のパーソナルコンピューターの斜視図である。
パーソナルコンピューター２０００は、各種の画像を表示する電気光学装置１と、電源ス
イッチ２００１やキーボード２００２が設置された本体部２０１０とを具備する。
【００６７】
　図１０は、携帯電話機の斜視図である。携帯電話機３０００は、複数の操作ボタン３０
０１およびスクロールボタン３００２と、各種の画像を表示する電気光学装置１とを備え
る。スクロールボタン３００２を操作することによって、電気光学装置１に表示される画
面がスクロールされる。本発明はこのような携帯電話機にも適用可能である。
【００６８】
　図１１は、電気光学装置を採用した投射型表示装置（３板式のプロジェクター）４００
０の構成を示す模式図である。この投射型表示装置４０００は、相異なる表示色Ｒ、Ｇ、
Ｂに各々対応する３個の電気光学装置１（１Ｒ，１Ｇ，１Ｂ）を含んでいる。照明光学系
４００１は、照明装置（光源）４００２からの出射光のうち赤色成分ｒを電気光学装置１
Ｒに供給し、緑色成分ｇを電気光学装置１Ｇに供給し、青色成分ｂを電気光学装置１Ｂに
供給する。各電気光学装置１は、照明光学系４００１から供給される各単色光を表示画像
に応じて変調する光変調器（ライトバルブ）として機能する。投射光学系４００３は、各
電気光学装置１からの出射光を合成して投射面４００４に投射する。本発明はこのような
液晶プロジェクターにも適用可能である。
【００６９】
　なお、本発明が適用される電子機器としては、図１、図９から図１１に例示した機器の
ほか、携帯情報端末（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
ｓ）が挙げられる。その他にも、デジタルスチルカメラ，テレビ，ビデオカメラ，カーナ
ビゲーション装置，車載用の表示器（インパネ），電子手帳，電子ペーパー，電卓，ワー
ドプロセッサー，ワークステーション，テレビ電話，ＰＯＳ端末が挙げられる。さらに、
プリンター，スキャナー，複写機，ビデオプレーヤー，タッチパネルを備えた機器等など
が挙げられる。
【符号の説明】
【００７０】
　１…電気光学装置、１０…画素部、１２…走査線、１４…データ線、１５…ＶＩＤ信号
線、１６…信号線、１７…制御線、２０…走査線駆動回路、３０…データ線駆動回路、４
０…制御回路、５７…デマルチプレクサー、５８…スイッチ、６０…液晶素子、６２…画
素電極、６４…コモン電極、６６…液晶、７０…ＴＦＴアレイ基板、７０ａ…画像表示領
域、７１…配向膜、８０…対向基板、８１…遮光膜、８２…対向電極、８３…配向膜、９
０…引回配線、９１…シール材、９２…額縁遮光膜、１００…電気光学パネル、１０２…
外部回路接続端子、１０６…上下導通端子、１０７…上下導通材、２００…駆動用集積回
路、２００ａ…接着位置、２０１…配線層、３００…フレキシブル回路基板、３００a…
配線形成面、３０１…配線、３０２…第１接続端子群、３０３…第２接続端子群、３０４
…接着面、３０５ａ，３０５ｂ，３０５ｃ…電源パターン、３０５ｄ…接地パターン、３
１０…ベース材料、３１１…銅箔、３１２…Ａｕメッキ、３１３…ソルダーレジスト、３
１４…アンダーフィル、２０００…パーソナルコンピューター、３０００…携帯電話機、
４０００…投射型表示装置、Ｂ…配線ブロック、ＣＬＸ…Ｘクロック信号、ＣＬＹ…Ｙク
ロック信号、Ｄ…画像信号、ＤＣＬＫ…ドットクロック信号、ＤＸ…Ｘ転送開始パルス、
ＤＹ…Ｙ転送開始パルス、Ｇ…走査信号、Ｈｓ…水平同期信号、ＬＣＣＯＭ…コモン電圧
、ＰＩＸ…画素回路、Ｓ１～Ｓ４…選択信号、ＳW…スイッチング素子。
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